
一
般
質
問

一
般
質
問

保
育
園
不
足
も
そ
う
で
あ
る
が
、一
番

問
題
な
の
は
保
育
士
不
足
だ
と
思
う
。

保
育
士
不
足
の
対
策
と
し
て
、
他
自
治
体

な
ど
に
あ
る
よ
う
な
再
就
職
準
備
金
や
家

賃
補
助
な
ど
、
地
域
事
情
別
の
対
策
は
。

 

福
祉
部
長
　
再
就
職
準
備
金
及
び
家
賃
補

助
な
ど
の
対
策
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
保
育

士
業
務
の
負
担
軽
減
策
と
し
て
、
保
育
士
支

援
者
を
配
置
し
、
保
育
に
係
る
周
辺
業
務
に

活
用
す
る
た
め
の
取
組
み
に
対
し
て
、
一
部

補
助
が
行
え
る
保
育
体
制
強
化
事
業
の
実
施

を
予
定
。字

津
花
波
16
番
地
角
の
く
ぼ
地
、
字

小
波
津
４
５
６
番
地
の
１
前
の
水
路

の
フ
タ
の
段
差
を
改
修
、
改
善
を
お
願
い
し

た
い
が
。

 

建
設
部
長
　
現
場
を
確
認
し
た
の
で
、
早

め
に
段
差
解
消
を
図
り
た
い
。

公
民
館
建
設
問
題
に
つ
い
て
、
現
在

築
50
年
以
上
で
老
朽
化
し
た
公
民

館
、
自
治
会
事
務
所
は
何
か
所
あ
る
か
。

 

総
務
部
長
　
築
50
年
以
上
の
公
民
館
に
つ

い
て
は
、
各
自
治
会
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

幸
地
、
棚
原
、
徳
佐
田
、
掛
保
久
、
小
那
覇
、

兼
久
、与
那
城
、池
田
、以
上
８
ヶ
所
と
な
っ

て
い
る
。具

体
的
に
公
民
館
建
設
に
取
り
掛

か
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
何
ヶ
所
あ
る

の
か
。

 

総
務
課
長
　
今
の
と
こ
ろ
、
具
体
的
な
相

談
は
な
い
。

建
て
替
え
は
急
務
で
あ
り
予
算
面
で

躊
躇
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
で
き
る
時
に
で
き
る
所
か
ら
の
観
点
で

い
う
と
、
平
園
に
お
け
る
公
民
館
機
能
を
備

え
た
災
害
避
難
所
施
設
の
断
念
は
実
に
も
っ

た
い
な
い
話
で
、
公
民
館
建
設
に
は
お
金
の

か
か
る
こ
と
で
あ
る
の
で
、
是
非
、
町
の
方

か
ら
積
極
的
に
話
を
持
っ
て
行
っ
て
も
ら
い

た
い
が
。

 

総
務
課
長
　
自
治
会
の
会
長
を
含
め
て
皆

さ
ん
で
今
後
ど
う
い
っ
た
形
で
お
互
い
進
め

て
い
く
か
と
い
う
こ
と
で
意
見
交
換
の
場
を

設
定
し
て
い
き
た
い
。

町
民
陸
上
競
技
場
（
サ
ッ
カ
ー
）
利

用
に
つ
い
て
、
今
は
坂
田
小
Ｆ
Ｃ
が

事
情
に
よ
っ
て
無
料
で
使
わ
せ
て
い
る
と
い

う
こ
と
だ
が
、
そ
の
ま
ま
継
続
し
て
、
さ
ら

に
広
げ
て
、
ほ
か
の
小
学
校
、
中
学
校
に
も

週
１
と
は
言
わ
な
い
が
、
月
１
ぐ
ら
い
は
無

料
で
使
わ
せ
て
ほ
し
い
が
。

 

生
涯
学
習
課
長
　
月
１
回
な
い
し
２
回
ぐ

ら
い
の
程
度
で
あ
れ
ば
、
検
討
し
て
い
き
た

い
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
（
サ
ッ
カ
ー
）
の
町
民

利
用
が
少
な
い
。
で
き
る
だ
け
使
い

や
す
く
、
料
金
も
明
確
に
し
て
、
利
用
し
や

す
く
し
、
町
民
の
利
用
を
ふ
や
し
て
い
た
だ

き
た
い
が
。

 

生
涯
学
習
課
長
　
利
用
の
わ
か
り
や
す
い

よ
う
な
料
金
改
定
と
い
う
か
、
修
正
を
か
け

て
い
き
た
い
。
　

大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
整
備
に
つ
い

て
、
県
議
会
で
の
予
算
審
議
の
中
で

国
と
の
調
整
が
進
ん
で
い
な
い
と
。
こ
の
件

で
町
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

 

町
長  

一
括
交
付
金
の
活
用
を
巡
っ
て
国
と

の
調
整
が
進
ん
で
い
な
い
。
そ
う
い
う
面
で

４
町
村
の
連
携
で
サ
ン
ラ
イ
ズ
推
進
協
議
会

と
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
う
。２

０
２
０
年
度
完
成
予
定
だ
が
、
本

町
に
と
っ
て
周
辺
整
備
に
影
響
は
な

い
か
。

 

建
設
部
長
　
施
設
本
体
の
完
成
時
期
で
あ

る
た
め
、
本
庁
の
取
り
組
み
へ
の
影
響
は
な

い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
基

本
方
針
で
あ
る
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
一
部
改
訂
作
業
で
土
地
利
用
構
想
の
見
直

し
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

㈱
農
業
生
産
法
人
西
原
フ
ァ
ー
ム
に

つ
い
て
。
平
成
28
年
度
決
算
と
西
原

町
耕
作
放
棄
地
解
消
対
策
協
議
会
は
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
、
ど
の
よ
う
に
事
業
を
進
め

て
い
く
の
か
、
伺
う
。

 

建
設
部
長
　
第
６
期
平
成
28
年
度
事
業
報

告
及
び
決
算
に
つ
い
て
、
売
り
上
げ
が
計
画

の
６３
．９
％
に
と
ど
ま
り
、
当
期
損
益
が
マ

イ
ナ
ス
４
７
４
万
５
，
０
０
０
円
、
次
期
繰

越
損
益
が
マ
イ
ナ
ス
４
，
０
０
０
万
円
を
超

え
、
こ
の
ま
ま
で
は
経
営
存
続
は
大
変
厳
し

い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
現
在
、
町
耕
作
放
棄

地
解
消
対
策
協
議
会
に
対
し
、
債
務
免
除
の

依
頼
を
し
て
Ｊ
Ａ
お
き
な
わ
の
支
援
の
も
と

新
た
な
経
営
改
善
計
画
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
説
明
が
あ
っ
た
。

 

副
町
長
　
耕
作
放
棄
地
解
消
対
策
協
議
会

で
は
、
西
原
フ
ァ
ー
ム
か
ら
あ
っ
た
依
頼
文

書
と
添
付
書
類
で
報
告
を
受
け
て
い
る
。
内

容
に
つ
い
て
は
議
案
と
し
て
提
出
す
る
予
定

で
あ
る
。平

成
29
年
に
３
，
０
０
０
万
円
を
西

原
フ
ァ
ー
ム
の
要
請
で
耕
作
放
棄
地

解
消
対
策
協
議
会
は
実
行
し
て
い
る
が
、
ど

の
よ
う
に
債
権
を
管
理
し
て
い
た
の
か
、
伺

う
。

 

建
設
部
長
　
特
に
協
議
会
の
ほ
う
で
管
理

を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
西
原

フ
ァ
ー
ム
で
運
用
し
い
る
状
況
で
あ
る
。

普
通
は
お
金
を
貸
し
付
け
て
管
理
す

る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
が
、
ど
う

な
の
か
、
伺
う
。

 

建
設
部
長
　
当
初
の
計
画
を
一
回
改
定
し

て
平
成
30
年
度
か
ら
と
な
っ
て
い
る
の
で
、

管
理
の
事
務
は
発
生
し
な
い
状
況
で
あ
る
。

債
権
者
と
し
て
西
原
フ
ァ
ー
ム
の
要

請
で
３
，
０
０
０
万
円
の
免
除
に
は

普
通
す
ぐ
に
は
な
ら
な
い
と
思
う
が
、
棚
上

げ
も
検
討
し
な
い
か
ら
だ
と
思
う
が
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

 

建
設
部
長
　
３
０
０
万
円
ず
つ
10
年
で
返

済
す
る
計
画
で
、
平
成
30
年
度
か
ら
の
元
金

の
返
済
と
い
う
契
約
に
な
っ
て
い
る
。

問問

問問問問問

問問問

問 問

問

◇
大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
関
連

◇
㈱
農
業
生
産
法
人
西
原

フ
ァ
ー
ム
の
経
営
状
況

◇
保
育
行
政

◇
住
環
境
整
備

◇
公
民
館
建
設
問
題

◇
陸
上
競
技
場（
サッ
カ
ー
）

利
用

西
原
町
で
常
勤
で
働
い
て
い
る
人
口

は
、
男
性
、
女
性
で
そ
の
数
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。
常
勤
で
働
い
て
い
る
方
々

の
平
均
月
収
は
ど
れ
ほ
ど
か
。
パ
ー
ト
や
嘱

託
で
働
い
て
い
る
人
口
も
質
問
す
る
。

 

総
務
部
長
　
平
成
27
年
の
国
勢
調
査
の
結

果
に
よ
り
ま
す
と
、
西
原
町
民
15
歳
以
上
の

就
業
者
の
う
ち
、
常
勤
で
働
い
て
い
る
人
口

は
７
，
１
９
５
人
、
そ
の
内
訳
は
、
男
性
４
，

６
８
２
人
、
女
性
２
，
５
１
３
人
と
な
っ
て

い
る
。
就
業
し
て
い
る
方
す
べ
て
の
年
収
に

つ
い
て
は
、
平
成
26
年
の
沖
縄
県
市
町
村
民

所
得
の
資
料
で
は
、
２
０
２
万
円
と
な
っ
て

い
る
。
月
収
に
置
き
換
え
る
と
１
６
万
８
，

３
３
３
円
と
な
る
。
パ
ー
ト
や
嘱
託
で
働
い

て
い
る
人
口
は
４
，
８
８
３
人
で
あ
る
。

年
金
を
も
ら
っ
て
い
る
町
民
の
数
は

ど
れ
ほ
ど
か
。
ま
た
、
年
金
の
種
類

別
に
受
給
年
金
の
金
額
は
。

 

総
務
部
長
　
厚
生
労
働
省
の
国
民
年
金
市

町
村
別
適
用
状
況
、
平
成
28
年
の
３
月
末
に

な
る
が
、
本
町
の
年
金
受
給
者
数
は
国
民
年

金
、厚
生
年
金
合
計
で
６
，８
３
３
人
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
金
額
に
つ
い
て
は
、１
番
目
、

老
齢
基
礎
年
金
の
年
額
は
40
年
間
保
険
料
を

完
納
し
た
方
で
平
成
29
年
度
は
年
額
77
万

９
，
３
０
０
円
。
次
に
国
民
年
金
の
障
害
基

礎
年
金
の
年
額
は
、
１
級
障
害
の
方
で
年
額

97
万
４
，
１
２
５
円
、
２
級
障
害
の
方
で
年

額
77
万
９
３
０
０
円
。
３
番
目
に
遺
族
基
礎

年
金
の
年
額
は
子
供
が
一
人
い
る
妻
の
場
合

だ
と
年
間
１
０
０
万
３
，
６
０
０
円
。
子
供

一
人
が
受
け
取
る
場
合
は
年
間
77
万
９
，
３

０
０
円
で
あ
る
。
　
　
　
　

西
原
町
の
障
が
い
児
童
の
学
童
保
育

や
学
校
現
場
に
お
け
る
支
援
教
育
の

現
状
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
る
。

 

福
祉
部
長
　
学
童
保
育
に
お
け
る
障
害
児

保
育
支
援
事
業
は
昨
年
ま
で
足
か
け
４
カ

年
間
潜
在
的
な
障
害
児
を
把
握
し
、
そ
の

児
童
の
保
育
育
成
支
援
に
携
わ
る
障
害
児

育
成
保
育
支
援
員
を
配
置
す
る
こ
と
で
、

障
が
い
児
童
の
学
童
保
育
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
こ
と
が
で
き
る
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

実
現
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
に
西
原
町
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
障
害
児
保
育
支
援
事
業

を
実
施
し
て
き
た
。
子
供
へ
の
接
し
方
や

気
づ
き
、
サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ン
の
整
備
作
成

な
ど
の
成
果
を
出
し
、
本
事
業
は
昨
年
で

終
了
し
た
が
、
そ
の
後
継
事
業
と
し
て
障

害
児
受
入
推
進
事
業
を
導
入
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

問

問

問

◇
町
民
の
就
労
実
態

◇
町
民
の
年
金
受
給
実
情

◇
障
が
い
児
童
支
援
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大城 純孝  議員 与儀  清  議員前里 光信  議員

西原町の発達支援・特別支援施策（西原町こど
も子育てガイドから）

大型ＭＩＣＥ施設（香港） 町内児童生徒に月1回程度は陸上競技
場（サッカー）の無料開放を！

こ
の一般
質
問
の
内
容
は
、会
議
録（
反
訳
文
）に
基
づ
い
て
各
議
員
が
質
問
の一部
を
ま
と
め
、本
委
員
会
が
最
終
確
認・編
集
を
し
た
も
の
で
す
。

こ
の一般
質
問
の
内
容
は
、会
議
録（
反
訳
文
）に
基
づ
い
て
各
議
員
が
質
問
の一部
を
ま
と
め
、本
委
員
会
が
最
終
確
認・編
集
を
し
た
も
の
で
す
。


